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アミロイドβペプチドはアルツハイマー病（AD）の原因蛋白として知られています。このアミロイドβペプチド

は、βセクレターゼとγセクレターゼによってアミロイド前駆体蛋白質より切り出され、分泌されます。近年、γ

セクレターゼに関する研究が進み、プレセニリンを中心として、ニカストリン、PEN-2 及び anterior-pharynx 
defective 1（APH-1）によって構成されている複合体がγセクレターゼそのものであることが明らかとなってきま

した。APH-1はγセクレターゼ活性に必須で、複合体の安定化に働いていると考えられています。また、γセク

レターゼは、発生過程で重要な Notch シグナリングにも関与しています。 
本抗体は、ヒト APH-1a の部分ペプチドを抗原として作製しました。相同分子であるヒト APH-1b とは交差性を

示しません。AD 発症のメカニズムや情報伝達を研究する上で有用であることが期待されます。ウエスタンブロ

ッティングに使用可能です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究用試薬

抗 ヒト APH-1a ポリクローナル抗体 

 

容量 25µg（100µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.25mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 ヒト APH-1a の部分ペプチドを抗原として免疫し、得られたウサギの抗血清より、抗原ア
フィニティーカラムにて精製。 

使用濃度  ウェスタンブロッティング：3～10µg/mL 

ウェスタンブロッティング 
Sample：遺伝子導入した N2a 細胞の cell lysate 

① mock 
② APH-1aS （247 アミノ酸） 
③ APH-1aL （265 アミノ酸） 
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